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Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ（
国
際
自
然
保
護
連
合
）

が
作
成
す
る
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
（
絶
滅

の
恐
れ
の
あ
る
種
の
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
）
で
、
絶
滅
危
惧
種
に
名
前
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
」。

ウ
ミ
ガ
メ
の
中
で
も
大
型
の
種
で
、

甲
羅
の
大
き
さ
は
大
き
な
も
の
は
１

㍍
以
上
、重
さ
は
180
㌕
ま
で
成
長
し
、

大
き
な
頭
と
強
い
顎
が
特
徴
で
す
。

　
砂
浜
で
産
卵
を
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
に

と
っ
て
、
約
47
㌖
の
日
本
一
長
い
砂

丘
が
あ
る
吹
上
浜
は
、
絶
好
の
場

所
。
毎
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

産
卵
。
一
回
で
約
百
個
の
卵
を
産
み

ま
す
。
無
事
産
卵
で
き
て
も
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
こ
か
ら
が

保
護
活
動
の
本
番
で
す
。

　
産
卵
が
終
わ
り
、
母
ガ
メ
が
海
に

戻
っ
て
し
ま
う
と
、
卵
は
無
防
備
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
卵
の
間
に
ス

ナ
ガ
ニ
や
犬
な
ど
の
外
敵
に
食
べ
ら

れ
た
り
、
波
に
流
さ
れ
た
り
と
失
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
危
険

な
場
所
に
あ
る
卵
に
関
し
て
は
、
保

護
団
体
に
よ
っ
て
各
地
域
に
備
え
ら

れ
た
ふ
化
場
で
保
護
し
、
ふ
化
さ
せ

て
い
ま
す
。
東
市
来
は
伊
作
田
小
学

校
。
日
吉
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視

～
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
～

時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
共
存
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
自
然
と
人
間
。
世
界
に
は
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
種
が
数
多
く
い
て
、
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
種
で
あ
る
「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
」
は
、
毎
年
吹
上
浜
で
産
卵
を
行
っ
て
い
ま
す
。
絶
滅
危
惧
種
が
産
卵
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
広
大
な
砂
丘
を
も
つ
吹
上
浜
。

今
回
は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
に
迫
り
、
保
護
活
動
を
通
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
取
り
組
み
を
追
い
掛
け
て
み
ま
し
た
。

☆
ウ
ミ
ガ
メ
と
吹
上
浜

☆
一
匹
で
も
多
く
の

子
ガ
メ
を
海
へ

ガンバレガンバレ！

夕日とともにウミガメを見送る子どもたち

いってらっしゃい

また帰ってきてね

小さな命

地
域
が
つ
な
ぐ 

小
さ
な
命
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員
松
田
清
市
さ
ん
宅
、日
新
小
学
校
、

吉
利
小
学
校
。吹
上
地
域
は
伊
作
小
、

花
田
小
、
吹
上
高
校
に
ふ
化
場
が
あ

り
ま
す
。
一
匹
で
も
多
く
の
卵
が
ふ

化
す
る
よ
う
に
保
護
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
、無
事
ふ
化
し
た
後
は
、

子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
放
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
九
月
に

行
わ
れ
、
ゆ
っ
く
り
な
が
ら
も
一
生

懸
命
海
に
向
か
っ
て
い
く
子
ガ
メ
に

「
ガ
ン
バ
レ
！
」「
そ
の
ま
ま
真
っ
直

ぐ
！
」
と
応
援
す
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
（
写
真
参
照
）。

　
こ
う
し
て
保
護
さ
れ
る
卵
は
、
産

卵
さ
れ
た
卵
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

そ
れ
で
は
保
護
さ
れ
な
か
っ
た
卵
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
保
護
さ
れ
な
か
っ
た
卵
は
、
自
然

ふ
化
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
人

間
の
手
は
加
え
ず
に
、
自
然
の
ま
ま

で
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。
し
か
し

先
ほ
ど
記
述
し
た
よ
う
に
、
卵
の
状

態
で
は
危
険
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
危
険
を
少
し
で
も
減
ら
し
多
く

の
卵
を
ふ
化
さ
せ
る
た
め
に
、
鹿
児

島
県
と
日
置
市
が
協
力
し
て
資
金
を

提
供
し
、「
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー

ル
に
は
十
六
団
体
、
三
百
八
十
一
人

が
参
加
。
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

も
行
わ
れ
ま
す
。

　
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
午
後
八
時
か
ら
翌

日
の
四
時
ご
ろ
、
特
に
満
潮
か
ら
干

潮
に
か
け
て
上
陸
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
非
常
に
警
戒
心
が
強
く
、

音
や
光
に
敏
感
で
、
驚
か
し
た
り
す

る
と
上
陸
し
な
か
っ
た
り
、
上
陸
し

て
も
産
卵
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
上
陸
、

産
卵
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
午
後
十
時
か

ら
十
一
時
の
間
を
重
点
的
に
、
懐
中

電
灯
を
つ
け
ず
に
暗
闇
の
中
で
監
視

活
動
を
行
い
、
上
陸
し
や
す
い
状
況

を
作
っ
た
り
、
産
卵
頭
数
の
確
認
を

し
た
り
、
卵
の
盗
難
を
防
い
だ
り
し

て
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
吹
上
浜
全
体
の
上
陸
頭
数
が
一
番

減
少
し
た
の
は
、
平
成
十
八
年
の

二
百
二
十
頭
。
そ
し
て
昨
年
平
成

二
十
二
年
確
認
さ
れ
た
上
陸
頭
数

は
、
六
百
六
十
三
頭
。
約
三
倍
も
の

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
各
地
域
の
ふ
化
場
や

パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
の
努
力
に
よ
っ

て
、
少
し
ず
つ
上
陸
頭
数
は
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
と
し

て
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
絶
滅
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
が
つ
な
ぐ
小
さ
な
命
。
こ
れ

か
ら
も
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
す
る
こ
と

の
で
き
る
美
し
い
吹
上
浜
を
守
り
続

け
て
い
き
ま
す
。

☆
日
置
市
と
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体

☆
こ
れ
か
ら
の
未
来
へ

吹上高校でふ化した子ガメを放流する地域の子どもたち
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九
月
二
十
五
日
、
運
動
会
が
開
催

さ
れ
、
土
橋
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
が
一
同
に
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か

な
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
、
生
徒
ら
は
、
優
勝
目
指
し

て
協
力
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。

　
「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
が
ん
ば
ろ

う
ひ
ま
わ
り
っ
こ
！
」を
テ
ー
マ
に
、

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
区
公
民
館
と
合
同
で
開
催
し
、

和
田
児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒

に
参
加
し
て
お
遊
戯
を
披
露
し
た
り

と
、
地
区
一
体
の
運
動
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
九
月
十
一
日
、
伊
集
院
中
学
校
体

育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
部
活
動
行
進
、
応
援
合
戦
に
相
撲

体
操
と
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
が
行
わ

れ
、
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
に
、
観
客

は
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

十
月
二
日
、「
５
連
覇
だ
紅
！
絶

対
と
め
る
ぞ
白
！
勝
利
の
ロ
ー
ド
を

突
き
進
め
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

地
区
公
民
館
の
運
動
会
と
合
同
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
の
競
技
の
合
間
に
大
人
の
競

技
が
あ
り
、お
互
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

土
橋
小
・
中

和
田
小

伊
集
院
中

永
吉
小

①それぞれの組旗を背に応援合戦　②伊集院中伝統の「相撲体操」　
③掛け声に合わせてジャンプした縄跳び

①動くかご目掛けて「追いかけ玉入れ」
②息を合わせて落とさないようにバトンリレー

①親子で協力した帽子取り合戦　②幼稚園児によるダンス
③先生がライバル !! 徒競走

①みんなで一丸となって応援　
②心臓が高鳴るスタートの瞬間

伊集院

吹　上

① ①

② ②

①① ②②

③③

小・中学校運動会
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「
赤
白
が
ん
ば
れ　

み
ん
な
主
役

の
運
動
会
」を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

美
山
小
学
校
運
動
会
が
九
月
二
十
五

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
お
よ
び
美
山
・
牧
之
角
両
自

治
会
や
美
山
保
育
園
児
も
参
加
。
楽

し
み
な
が
ら
各
種
目
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
九
月
二
十
五
日
、
住
吉
小
学
校
で

大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
援
合
戦
で
は
、
赤
組
、
白
組
ど

ち
ら
も
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
が
行
わ

れ
、
六
年
生
親
子
に
よ
る
「
Ａ
Ｋ
Ｂ

総
選
挙
2011
」
で
は
、
保
護
者
も
一
緒

に
Ａ
Ｋ
Ｂ
に
扮
し
て
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
上
市
来
小
・
中
学
校
の
合
同
運
動

会
が
、
九
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
合
同
開
催
は
今
回
で
七
回
目
。「
一

心
不
乱
」
と
い
う
テ
ー
マ
ど
お
り
、

紅
白
に
分
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
リ
レ
ー
」
や
「
応
援
合
戦
」
な
ど

一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
優
勝
目
指
し
て
輝
く
心　

喜
び

満
開　

大
運
動
会
」
を
テ
ー
マ
に
、

九
月
二
十
五
日
に
扇
尾
小
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
に
よ
る
一
輪
車
サ
ー
カ

ス
「
忍
術
学
園
扇
尾
」
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
技
を
披
露
。
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

美
山
小

住
吉
小

上
市
来
小
・
中

扇
尾
小

①二人で協力したパイレーツ・オブ・上市来　②一生懸命走った徒競走
③プログラムの最後を飾った紅白対抗全員リレー

①保護者も一緒に綱引き大会
②会場を沸かせた一輪車サーカス「忍術学園扇尾」　③棒を倒さないように慎重に

①みんなで玉入れ競争　②みんなで踊ったおはら節　
③威勢良くエイサー

①親子協力して仮装パフォーマンス
②一生懸命叩いたエイサー　③天まで届くような応援合戦　

東市来

日　吉

① ①

③ ② ②③

①① ②②

③③

日置市９月から 10月にかけて市内各地で運動会が開
催されました。一部抜粋してお届けします。
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金　賞

秋の全国火災予防運動
消したはず

決めつけないで　もう一度

よくある「油断」「うっかり」をなくそう

2011 年
全国統一防火標語

　秋の火災予防運動が 11月９日（水）から 15日（火）まで全国一斉に実施されます。
　これから次第に寒くなるにつれ、暖房機器を使用する機会が増えるとともに、空気が乾燥し火災が
発生しやすい季節となります。
　火災のほとんどは「油断」「うっかり」が原因で発生します。火を使用する際は消火の準備をしっ
かり整え、火災を起こさない環境をつくりましょう。

　
日
置
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
二
百
四
十
三
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、火
災
予
防
期
間
中
、グ
ラ
ー
ド
伊
集
院
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　たき火や枯草焼きは、必ず
消火の準備を整えてから行
い、風の強い日はやめましょ
う。

　料理中に電話をする場合
や、来客があった時などは、
必ずコンロの火を消しま
しょう。

　ストーブの周囲に燃えやす
い物を放置したり、ストーブ
の上で洗濯物を乾かすのはや
めましょう。

　たばこのポイ捨て、寝た
ばこは絶対にやめましょう。

平
成
ニ
十
三
年
度
日
置
市
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入　選
鶴丸小３年　飯

いい
牟
む
礼
れ
綾
あや
香
か

上市来小６年　馬
ば
場
ば
口
ぐち
実
み
侑
ゆ

伊集院北中3年　竹
たけ
田
だ
さゆり

銅　賞
伊集院北小1年　内

うち
田
だ
　晴

はる
人
と

飯牟礼小６年　濵
はま
川
かわ
　茉

ま
子
こ

伊集院中１年　小
こ
吹
ぶき
　真

ま
由
ゆ

銀　賞
飯牟礼小３年　上

うえ
之
の
園
その
　迅
じん

妙円寺小４年　比
ひ
良
ら
　優

ゆう
斗
と

伊集院中１年　吉
よし
満
みつ
沙
さ
也
や
香
か

土橋小 1年
柿
かき
内
うち
崚
りょう
希
き

伊集院小 6年
岩
いわ
戸
と
美
み
卯
う

伊集院北中 2年
内
うち
田
だ
和
かず
志
し
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今
年
、
日
置
市
内
で
重
油
の
入
っ

た
油
タ
ン
ク
（
廃
棄
タ
ン
ク
）
か
ら
、

重
油
の
漏
れ
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

一
定
の
数
量
以
上
入
る
油
タ
ン
ク

（
※
法
律
で
定
め
た
指
定
数
量
五
分

の
一
以
上
）
を
設
置
す
る
場
合
は
、

消
防
署
に
届
出
が
必
要
で
す
。
事
業

所
内
に
あ
る
危
険
物
は
ほ
と
ん
ど
届

け
済
み
で
す
が
、
農
業
関
係
で
、
特

に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ボ
イ
ラ
ー
等

の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
屋
外
貯
蔵

タ
ン
ク
の
未
届
け
が
多
い
で
す
。
も

し
油
が
漏
れ
出
る
と
高
額
な
金
額

（
数
十
万
円
か
ら
数
百
万
円
）
で
、

専
門
業
者
に
回
収
を
依
頼
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
や
海
岸
へ
流
れ
出
る

と
環
境
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、油
漏
れ
防
止
の
た
め
の『
防

油
堤
等
』
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
屋

外
貯
蔵
タ
ン
ク
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
に
指
導
を
受
け
て
改
修
し
て
く
だ

さ
い
。

PA 連携とは、消防車 (Pumper) と救急車
(Ambulance) が連携して救急活動を行うこ
とです。
Q：どういうときにPA連携で出動するの？

A：1) 傷病者が心肺停止等重症なとき
　　2) 車両の交通量が激しく、傷病者や救急
　　　 隊の安全を確保する必要があるとき
　　3) 通報内容や状況から救急隊の活動を支
　　　 援する必要があるとき

皆さんのご理解・ご協力を

お願いします。

●�すべての住宅に、住宅
用火災警報器の設置が
義務化されました。
　警報器の設置により命
　が助かった事例もたく

　さん報告されています。設置はお早めに。
●�お近くのホームセンターや電気店、ガス
事業者等から購入できます。
●�悪質な訪問販売に注意しましょう。住宅
用火災警報器の設置義務化を口実に、高
値で販売する事例が報告されています。
信用できる業者等からの購入をおすすめ
します。

　設置に関して分からないことがありまし
たら、市消防本部までお問い合わせくださ
い。

　12月から鹿児島県においてドクターヘリの運行が
始まります。
　ドクターヘリとは救急専用の医療機器を装備した
ヘリコプターです。
　救急医療の専門医と看護
師が同乗し、現場から医療
機関に到着するまでの間、
救命医療を行うことにより
多くの尊い命が救われるこ
とが期待できます。

※　　指　　定　　数　　量
　灯　油・・・１，０００リットル
　軽　油・・・１，０００リットル
　重　油・・・２，０００リットル
　指定数量の 1/5 以上指定数量未満の危険物
の貯蔵および取扱いについては、日置市の火
災予防条例で規制されているため、消防署に
届け出が必要です。指定数量以上になると、
市町村長の許可が必要になります。

お問い合わせ先
消防本部・消防署 272－0119
北 分 遣 所 274－0119
南 分 遣 所 299－3019

油
流
出
事
故
に
注
意

『住宅用火災警報器』の
設置はお済みですか？「PA連携」を実施しています！

ドクターヘリの運行が
� 始まります。

屋外貯蔵タンクの設置例

防油堤

標識・掲示板
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地区公民館
花火事業・夏編

　

今
年
の
夏
も
ま
た
、
鮮
や
か
な
花
火
が
地
区
公
民
館
の
祭
り
を
彩
り

ま
し
た
。
地
区
と
企
業
と
市
。
協
働
の
花
火
は
夏
の
風
景
に
な
っ
て
い

ま
す
。 地
区
の
夏
の
風
景
に

㉖㉖

8/14　

平
鹿
倉
地
区
公
民
館
夏
ま
つ
り

8/15　

北
山
の
火
振
り
（
上
市
来
地
区
）

7/17　

招
魂
社
六
月
灯
夏
祭
り

�

（
永
吉
地
区
）

7/23　

第
二
回
い
ざ
く
だ
夕
涼
み
花
火
大
会

�

（
伊
作
田
地
区
）

8/13　

日
新
夏
祭
り
・
花
火
大
会

�

（
日
新
地
区
）

8/12　

皆
田
夏
ま
つ
り
（
皆
田
地
区
）

8/13　

第
十
八
回
和
田
地
区
夏
祭
り

7/23　

湯
之
元
温
泉
と
う
ろ
う
祭
り

　
　
（
湯
田
地
区
）

�

写
真
提
供　

山
口
政
夫
さ
ん

8/6　

鶴
丸
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

�

（
鶴
丸
地
区
）

【
写
真
で
協
働
！
】

　
今
年
の
花
火
事
業
で
は
、市
民
の

皆
さ
ま
の
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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8/21　

妙
円
寺
校
区
夏
祭
り

　
　
（
妙
円
寺
地
区
）

�

写
真
提
供　

柿
内
敦
郎
さ
ん

8/21　

吹
上
地
区
夏
祭
り

8/16　

第
二
十
二
回
土
橋
地
区
夏
祭
り

�

花
火
大
会

8/20　

第
二
回
日
置
地
区
夏
祭
り

8/27　

飯
牟
礼
校
区
夏
祭
り
花
火
大
会

�

（
飯
牟
礼
地
区
）

8/27　

北
校
区
夏
祭
り
'11

　
　
（
伊
集
院
北
地
区
）

8/27　

吉
利
地
域
お
こ
し｢

夏
ま
つ
り｣

�

（
吉
利
地
区
）

8/20　

花
田
地
区
夏
祭
り

8/20　

伊
作
地
区
灯
籠
祭
り

8/21　

健
康
づ
く
り
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

　
　
（
高
山
地
区
）

�

写
真
提
供　

野
上
正
和
さ
ん
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介護保険料を見直します

介護給付費の増加で、保険料の上昇も
　現在、日置市の介護保険料の基準額（月）は、3,980 円です。

（全国平均 4,160 円　県平均 4,172 円）
　国では、高齢化の進展や施設整備等の影響により、介護
保険サービスの費用が大きく増大し、来年度からの第５期
計画では、全国の平均保険料は 5,000 円を超える見込みと
しています。
　日置市も例外ではなく、上の表にみられるように介護サー
ビスの給付費は平成 22 年度で約 44 億円と年々、増大して
います。
　国において、保険料上昇の緩和策もとられる見込みです
が、計画に盛り込まれる給付費用の予測をもとに決定され
る、来年度からの日置市の介護保険料の引き上げは避けら
れない見通しです。

　地域包括支援センターでは、住み慣れた地
域でいつまでも自分らしく生活できるように、
さまざまな介護予防教室を開催しています。
　8 月から開催している「いつまでも元気教
室」は、今までの生活や健康状態を振り返り、
おのおのの身体状況に応じた体操等を運動指
導士や理学療法士が一緒に考えて指導してく
れます。
　また、歯科衛生士や管理栄養士による健康
指導もあり、複合的な楽しい内容で、参加す
るたびに効果が実感でき元気になれる身近な
教室です。 楽しく調理茶話会で仲間作り

お口の健康講話 閉会式

地域包括支援センター

ストレッチ

笑って！語って！

� 楽しく介護予防

高齢者の総合相談窓口
電話：273－ 2111（市役所隣り）

介護予防のための『いつまでも元気教室』

第 ５ 期 介 護 保 険 事 業 計 画 を 策 定 中
　
平
成
12
年
度
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
は
、
10
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
が
全
国
で
、
始
ま
っ
た
当
初
の
約
３
倍
と
な
る

な
ど
、
高
齢
社
会
を
支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
を
支
え
る
65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は
、
市
町
村

ご
と
に
つ
く
ら
れ
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
３
年
ご
と
に
つ
く
ら
れ
る
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
５
期
）

の
策
定
の
年
に
あ
た
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業

の
運
営
方
針
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
を
定
め
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
料
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

介護サービス給付費の推移 （単位：千円）

区分
20 年度 21 年度 22 年度
給付実績 給付実績 伸び率 給付実績 伸び率

給付費 3,920,490 4,182,325 106.7% 4,409,829 105.4%
件　数 128,957 136,773 106.1% 142,507 104.2%
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　市では、今年の節電対策の一つとして「緑のカーテンコンテスト」を実施し、
５つの事業所、２つの学校、８人の個人の方から応募をいただきました。今年は
エアコンを使用せずに、緑のカーテンと扇風機で過ごされた方も多かったようで
す。その中から数点をご紹介します。その他応募写真については、市のホーム
ページに掲載していますのでご覧ください。

【個人の部】
　東市来町　中村　秋男　さん 　伊集院町　吉永　公一　さん

【学校の部】
　東市来町　上市来小学校 　伊集院町　土橋小学校

【事業所の部】
　東市来町　シチズン時計鹿児島 　伊集院町　はつゆき屋
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伊
集
院
高
等
学
校
の
原
付
通
学
者

を
対
象
に
、
九
月
二
十
七
日
に
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
置
警
察
署
、
マ
ジ
オ
ド
ラ
イ

バ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
協
力
の
下

九
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
二
輪
車
事
故
は
、
今
年

度
十
七
件
起
こ
っ
て
い
ま
す
（
九
月

二
十
七
日
現
在
）。
月
平
均
二
件
ほ

ど
起
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
講
習
で
は
、急
制
動
や
、ス
ラ
ロ
ー

ム
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
講
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
し
っ
か
り
と

し
た
操
作
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
、
事
故
が
起

こ
り
や
す
い
状
況
の
再
現
が
目
の
前

で
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
安
全
運
転
の

意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
九
月
十
四
日
、
グ
ラ
ー
ド
伊
集
院

前
で
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
振
り
込
め
詐
欺
は
、
件
数

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
一
人
当

た
り
の
被
害
金
額
が
増
加
し
て
い
る

状
況
で
す
。
被
害
を
食
い
止
め
る
た

め
に
、
日
置
警
察
署
協
力
の
下
、
民

生
委
員
、
市
議
会
議
員
な
ど
四
十
五

人
が
参
加
。
買
い
物
客
や
行
き
交
う

車
に
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。

　
近
年
の
振
り
込
め
詐
欺
は
、
警
察

官
・
銀
行
員
を
装
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
預
か
ろ
う
と
す
る
な
ど
、

手
口
が
と
て
も
巧
妙
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
警

察
総
合
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
先　
警
察
総
合
相
談
窓
口

２
５
４-
９
１
１
０
ま
た
は
＃
９
１
１
０
ま
で

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

出
発
式

み
ん
な
の
場
所
を
　
　

み
ん
な
で
守
ろ
う

単
車
の
事
故
は
命
に
直
結

安
全
運
転
を
心
掛
け
て

振
り
込
め
詐
欺
に

気
を
つ
け
て

　
九
月
二
十
一
日
に
市
役
所
で
、
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
財
団
法
人

全
日
本
交
通
安
全
協
会
表
彰
の
伝
達

が
あ
り
、
交
通
安
全
功
労
者
の
福
元

一
夫
さ
ん
を
は
じ
め
、
四
人
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
警

察
署
長
と
し
て
、
土
橋
幼
稚
園
の
小お

川が
わ

洋ひ
ろ

人と

君
と
久く

ぶ

き
冨
木
万ま

え惠
ち
ゃ
ん
に

日
置
警
察
署
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
出
発
式
の
後
、
広
報
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
一
日
警
察
署
長
の
二
人
を

中
心
に
チ
ェ
ス
ト
館
利
用
者
と
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
、
チ
ラ
シ
を
配
布
。

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
夜
に
は
、
交
通
安
全
夜
間
百
人
立

哨
を
開
催
。
の
ぼ
り
旗
と
反
射
材
を

着
用
し
、
市
役
所
前
か
ら
猪
鹿
倉
交

差
点
ま
で
百
人
が
立
っ
て
交
通

安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

　
伊
集
院
駅
前
の
駐
輪
場
で
、
自
転

車
の
防
犯
点
検
と
環
境
整
備
が
二
回

に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
回
目
は
八
月
七
日
に
、「
自
転
車

み
つ
け
隊
」
二
人
と
伊
集
院
中
学
校
野

球
部
二
十
一
人
を
中
心
に
実
施
。
自
転

車
の
防
犯
対
策
点
検
と
、
長
時
間
放
置

し
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
自
転
車
に
対

し
、「
九
月
十
日
ま
で
に
引
き
取
り
が

な
い
場
合
は
撤
去
す
る
」
旨
の
通
知
書

の
張
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

 

二
回
目
は
、
九
月
十
一
日

に
城
西
高
校
ボ
ク
シ
ン

グ
部
二
十
人
を
中
心
に
実
施
。
通
知

書
が
張
ら
れ
た
ま
ま
の
放
置
自
転
車

を
、
市
所
有
の
空
き
地
に
移
動
し
ま

し
た
。こ
の
自
転
車
は
一
年
間
保
管
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
日
置
警
察

署
ま
た
は
市
役
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

行政

秋の
全国交通
安全運動
＆

防　犯
キャンペーン

スラロームに挑戦

１日署長によるあいさつ

真剣なまなざしで防犯点検

チラシを配って防犯活動

　現在、２年間地域安全モニ
ターとして活動しています。
つつじヶ丘団地内の見回りを
主な活動とし、関係機関等と
連携し、各種キャンペーンに
参加しています。今後も、犯
罪のないまちづくりの一助と
なれるように自分にできる活
動を続けていきたいです。

　今年、日置警察署管内で２
件の交通死亡事故が発生して
います。交通事故防止は、警
察だけでなく、関係団体の協
力や住民の方々の心掛けも大
切です。住民の皆様が安心し
て暮らせるように地域と連携
して「交通事故ゼロ」を目指
していきます。

地域安全モニター

折
おり

田
た

　光
みつ

顯
あき

　さん

日置警察署交通課

米
よね

倉
くら

　隼
は

人
や

康
こ

　課長

INTERVIEW
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災
害
時
の
支
援
の
円
滑
化
を
目
指
し
て

拉
致
か
ら
33
年
「
早
く
帰
っ
て
来
て
」

最
年
少
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
誕
生

全
員
バ
レ
ー
で
優
勝
！

大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

吹
上
浜
ア
ベ
ッ
ク
拉
致
事
案
広
報
活
動

鹿
児
島
城
西
高
等
学
校
二
年
　
稲
森
　
祐
貴 
君

城
西
高
等
学
校
バ
レ
ー
優
勝
報
告

　
九
月
十
四
日
、
市
役
所
で
市
と
国

土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
に
よ
る

大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る

協
定
書
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
常
時
か
ら
市
と

整
備
局
が
災
害
時
に
お
け
る
支
援
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
共
通
認
識
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、お
互
い
の
連
携
、

支
援
が
よ
り
円
滑
に
進
む
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
情
報
連
絡
網
の
構
築
、
災
害
応
急

措
置
な
ど
、
国
土
交
通
省
所
管
の
業

務
が
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
八
月
十
二
日
、さ
つ
ま
湖
近
く
で
、

吹
上
浜
ア
ベ
ッ
ク
拉
致
事
案
の
広
報

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
平
成
八
年
か
ら
鹿

児
島
県
警
や
日
置
署
沿
岸
防
犯
協
力

会
、
市
な
ど
が
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
す
。

　
拉
致
さ
れ
た
の
は
市
川
修
一
さ
ん

と
増
元
る
み
子
さ
ん
。
こ
の
日
は
市

川
さ
ん
の
兄
健
一
さ
ん
と
増
元
さ
ん

の
姉
平
野
フ
ミ
子
さ
ん
の
ほ
か
、
約

四
十
人
が
参
加
し
、
二
人
の
写
真
を

載
せ
た
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
、
情

報
提
供
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
一
日
、
史
上
最
年
少

十
六
歳
で
Ｇ
Ａ（
日
本
ゴ
ル
フ
協
会
）

プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
稲
森
祐
貴

君
が
、
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
稲
森
君
は
、
小
学
一
年
生
の
時
か

ら
本
格
的
に
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で
輝
か
し
い

結
果
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
世
界
に
通
用
す
る
選
手
に
な
り

た
い
。
途
中
で
つ
ま
づ
く
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
で
修
復

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
九
月
六
日
、
鹿
児
島
城
西
高
等
学

校
男
子
バ
レ
ー
部
が
、
市
長
を
訪
問

し
、
優
勝
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
男
子
バ
レ
ー
部
が
優
勝
し
た

の
は
、
第
十
二
回
全
九
州
私
立
高
等

学
校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
県
大

会
。
鹿
児
島
県
で
は
初
め
て
の
快
挙

と
な
り
ま
し
た
。
主
将
の
萩
原
楓
太

君
は
「
全
員
バ
レ
ー
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
バ
レ
ー
部
は
、
来
年
四
月
開
催

の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

左から宮路高光市長、淡中泰雄鹿児島国道事務所長

チラシを配布する市川健一さん

プロテストに合格した稲森祐貴君 (左から２番目 )

優勝旗と賞状を持って報告

行
政
に
つ
い
て
の

相
談
は
行
政
相
談
委
員
へ

今
年
度
は�

行
政
相
談
委
員
制
度
五
十
周
年

　
行
政
相
談
委
員
は
、
主
に
「
国
や

身
近
な
行
政
に
つ
い
て
苦
情
や
意

見
・
要
望
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ

た
相
談
を
受
け
、
中
立
・
公
正
な
立

場
か
ら
、
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す

る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
道
路
、
登
記
、
税
金
、

年
金
、
労
働
な
ど
の
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
、秘
密
を
守
り
、無
料
で
す
。

　
市
に
は
、
四
人
の
行
政
相
談
委
員

が
い
ま
す
。
各
支
所
で
年
二
回
の
相

談
所
を
開
設
し
て
い
る
ほ
か
、
相
談

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

担当地域 行政相談委員名 電話連絡先
東市来 三原　辰子 ２７４－４７１６
伊集院 橋口　　勇 ２７３－３９９０
日　吉 下野　　衞 ２９２－４６５８
吹　上 甲斐　克美 ２９７－２５８７

各地域の相談委員名と連絡先
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社会・教育
　
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
で
九
月
六

日
、
市
秋
季
畜
産
共
進
会
が
行
わ
れ
、

市
内
畜
産
農
家
が
育
成
し
た
優
秀
な

和
牛
四
十
九
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
伊
集
院
地

域
の
久
保
吾
郎
さ
ん
出
品
の
「
と
も

え
２
号
」（
第
二
部
若
雌
十
三
カ
月
令

以
上
十
六
カ
月
令
の
部
）
が
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
度
市
秋
季
畜
産
共

進
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
九
月
十
九
日
（
九
月
第
三
土
曜
日
）

は
敬
老
の
日
。
こ
の
日
を
前
に
市
で

は
九
月
十
五
日
に
、
市
長
を
は
じ
め

関
係
者
が
市
内
の
百
歳
以
上
の
方
々

を
訪
問
。
敬
老
祝
金
と
記
念
品
を
贈

り
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
と
て
も
元
気
で
、
普
段
の

暮
ら
し
ぶ
り
や
健
康
の
こ
つ
、
昔
話

な
ど
に
つ
い
て
会
話
を
弾
ま
せ
ま
し

た
。

　
市
内
の
百
歳
以
上
の
方
は
三
十
四

人
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
ご
健

康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
市
中
央
公
民
館
で
八
月
二
十
五
日
、

「
水み

土ど

里り

サ
ー
ク
ル
・
中
山
間
直
接
支

払
地
区
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
農
村
地

域
の
環
境
美
化
、
農
業
用
施
設
の
維

持
管
理
と
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
活

動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
取
り
組

み
状
況
の
発
表
や
、
市
外
の
先
進
的

な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
講

演
を
聞
い
て
、
各
団
体
に
参
考
に
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

■
第
一
部　
十
三
カ
月
令
未
満
の
部

【
一
席
】み
か
こ
号　
　
　
弓
場
薫

【
二
席
】よ
し
ひ
め
号　
　
永
田
政
徳

【
三
席
】や
す
こ
号　
　
　
外
屋
敷
久
徳

【
四
席
】や
す
え
46
の
１
号　
今
村
優
貴

■
第
二
部　
十
三
カ
月
令
以
上

 

十
六
カ
月
令
の
部

【
一
席
】と
も
え
２
号　
　
久
保
吾
郎

【
二
席
】あ
き
こ
号　
　
　
久
保
吾
郎

【
三
席
】あ
さ
み
号　
　
　
久
保
吾
郎

【
四
席
】さ
ち
え
の
８
号

　
　
　
　
　
　
　
県
立
農
業
大
学
校

【
五
席
】た
ま
み
４
号　
　
久
保
吾
郎

【
六
席
】ゆ
う
り
号　
　
　
永
山
和
子

【
七
席
】あ
か
ね
号　
　
　
重
留
静

【
八
席
】は
な
は
る
号　
　
下
茂
國
廣

【
九
席
】さ
ち
え
24
の
１
号

　
　
　
　
　
　
　
県
立
農
業
大
学
校

【
十
席
】な
か
え
331
号　
　
瀬
戸
山
知
子

【
十
一
席
】た
か
ら
243
号　
今
村
優
貴

■
第
三
部　
十
七
カ
月
令
以
上

 

二
十
三
カ
月
令
の
部

【
一
席
】ま
さ
こ
２
号　
　
平
田
三
郎

【
二
席
】な
な
み
号　
　
　
吉
満
ミ
チ
子

【
三
席
】か
な
え
号　
　
　
山
口
恵
三

■
第
四
部　
父
系
群
の
部

　
　
　
　
あ
さ
み
号　
　
久
保
吾
郎

　
　
　
　
と
も
え
２
号　
久
保
吾
郎

　
　
　
　
あ
き
こ
号　
　
久
保
吾
郎

■
第
五
部　
成
雌
牛
の
部

【
一
席
】は
る
か
号　
　
　
大
山
多
恵
子

【
二
席
】て
る
ひ
ら
１
号　
小
重
秀
髙

【
三
席
】み
つ
号　
県
立
農
業
大
学
校

【
四
席
】と
も
こ
号　
　
　
平
田
三
郎

【
五
席
】か
ね
さ
ち
１
号

　
　
　
　
　
　
　
県
立
農
業
大
学
校

※ 

九
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
鹿
児

島
中
央
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会
へ

出
品
さ
れ
た
牛
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
「
と
も
え
２
号
」

長
寿
を
祝
い
敬
老
訪
問

各
団
体
の
発
表
を
参
考
に

平
成
二
十
三
年
度
日
置
市
秋
季
畜
産
共
進
会

市
長
敬
老
訪
問

水
土
里
サ
ー
ク
ル
・
中
山
間
直
接
支
払
地
区
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

グランドチャンピオン ともえ２号 (伊集院　久保　吾郎 )

真剣に発表を聴く各団体

市長との談話に花を咲かせる東さん (左 )

今年で100歳を迎える吹上地域の久保田スミヱさん（右から２番目）

全
国
大
会
優
勝
を
報
告

第
九
回
全
日
本
選
抜
剣
道

八
段
優
勝
大
会

　
九
月
二
十
二
日
、
第
九
回
全
日
本

選
抜
剣
道
八
段
優
勝
大
会
（
四
月

十
七
日
開
催
）
で
見
事
優
勝
し
、
日

本
一
に
な
っ
た
東
良
美
さ
ん
が
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
東
さ
ん
は
伊
集
院
町
中
川
の
出
身

で
、現
在
は
中
部
管
区
警
察
学
校（
愛

知
県
）
に
勤
務
。
里
帰
り
の
際
の
報

告
と
な
り
ま
し
た
。

　
豪
の
剣
道
と
称
さ
れ
る
、
東
さ
ん

の
攻
め
は
圧
巻
の
一
言
。
こ
の
大
会

で
も
自
分
の
剣
道
の
持
ち
味
を
十
二

分
に
発
揮
し
、
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

　
昨
年
は
、
妙
円
寺
詣
り
行
事
大
会

に
も
参
加
し
、
模
範
演
技
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。



2011.1015

　
九
月
七
日
、
鹿
児
島
城
西
高
等
学

校
で
、
第
十
五
回
「
敬
老
の
日
・
感

謝
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
や
は
ず
の
里
、
朝
日
ヶ

丘
地
区
老
人
会
、
清
藤
地
区
老
人
会

を
招
い
て
開
催
。
生
徒
会
役
員
を
は

じ
め
ホ
テ
ル
観
光
科
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
生
徒
が
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
、
芸
術
文
化
コ
ー
ス
の

生
徒
に
よ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
か
ら
始

ま
り
、
全
員
で
島
唄
も
演
奏
さ
れ
ま

し
た
。
老
人
会
に
よ
る
飛
び
入
り
ス

テ
ー
ジ
が
あ
り
、
朝
日
ヶ
丘
に
お
住

ま
い
の
松
永
照
子
さ
ん
が
宮
崎
民
謡

「
い
も
か
ら
ぼ
く
と
」
を
披
露
。
会

場
を
大
き
く
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
最
後
に
料
理
科
に
よ
る
「
敬
老
の

日
お
祝
い
御
膳
松
花
堂
弁
当
」
で
、

も
て
な
し
、
会
場
か
ら
は
「
と
て
も

お
い
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
市
の
特
産
品

を
生
か
し
た
高
校
生
に
よ
る
商
品
開

発
「
メ
ロ
メ
ロ
い
ち
ご
パ
ン
」。
こ

の
企
画
に
続
く
第
二
弾
「
甘
芋
お
に

ぎ
り
」
と
「
豚
茶
お
に
ぎ
り
」
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
調
理
科
ク
ッ
キ
ン
グ
部

が
中
心
と
な
り
、
地
産
地
消
の
学
習

の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
材
に
使
わ
れ
た
の
は
、
日
置
茶

を
は
じ
め
県
内
地
産
の
食
材
の
み
。

「
今
ま
で
に
な
い
新
感
覚
の
お
に
ぎ

り
を
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

レ
シ
ピ
の
校
内
コ
ン
ク
ー
ル
に
始
ま

り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
皆
で
出
し
合
い
、

こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
お
に
ぎ
り
に
な

り
ま
し
た
。

　

発
売
開
始
の
九
月
二
十
日
に
は
、

店
頭
販
売
も
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
も

参
加
。
大
き
な
声
で
一
生
懸
命
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
二
日
、
吹
上
中
学
校
の

全
校
生
徒
二
百
二
人
が
、
一
日
遠
足

の
中
で
約
一
時
間
の
地
域
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
清
掃
活

動
は
、
一
日
遠
足
に
加
え
て
、
自
然

に
親
し
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
養

お
う
と
企
画
。
一
年
生
は
亀
丸
城
跡

周
辺
、
二・
三
年
生
は
吹
上
浜
の
清

掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
先
生
方
は
「
地
域
の
清
掃
を
通
し

て
、
地
域
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
九
月
十
六
日
、
伊
作
え
び
す
家
前

駐
車
場
で
、
え
び
す
通
り
に
新
設
さ

れ
た
有
線
放
送
設
備
の
開
局
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
え
び
す
通
り
の
景
観
保

全
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、
泊
隆
義

さ
ん
（
七
十
四
歳
愛
知
県
在
住
）
が

市
を
通
じ
て
百
万
円
を
寄
付
。
え
び

す
通
り
会
で
活
用
策
を
検
討
し
た
結

果
、
商
店
街
を
に
ぎ
や
か
に
し
よ
う

と
、
有
線
放
送
設
備
を
設
置
し
ま
し

た
。
関
係
者
は
、
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
が
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。

鹿
児
島
城
西
高
等
学
校　
地
域
と
の
つ
な
が
り
活
動

遠
足
だ
け
じ
ゃ
物
足
り
な
い

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
寄
付

城
西
高
校
開
発
の
お
に
ぎ
り
販
売

吹
上
中
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

え
び
す
通
り
有
線
放
送
開
局
式

敬
老
の
日
・
感
謝
の
つ
ど
い

地域のためにボランティア清掃活気ある商店街にと期待を込めて開局式

とてもかわいいパッケージ

左からクッキング部長楠木園　怜君、
パッケージを考えた松山　由紀さん

吹奏楽部による演奏

お客さんにおにぎりの説明店内販売も行いました
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観光・イベント

　

九
月
十
一
日
、吹
上
浜
公
園
相
撲

場
で
、第
二
十
四
回
全
日
本
小
学
生

相
撲
優
勝
大
会
九
州
予
選
会
と
第

十
七
回
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
九

州
予
選
会
で
は
、全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
か
け
て
、各
県
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
て
き
た
四・五・六
年
生
に
よ

る
、熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
級
生
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
部
で

は
、女
子
の
選
手
も
参
加
し
、男
子
に

負
け
な
い
立
会
い
で
、会
場
を
沸
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
、九
月
十
六
日
に

高
山
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
演
奏
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
演
奏
を
行
っ
た
の
は
、合
宿

中
で
あ
っ
た
鹿
児
島
大
学
の
「
鹿
児

島
大
学
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ

ブ
」と
ギ
タ
ー
と
リ
コ
ー
ダ
ー
の
た

め
の
サ
ー
ク
ル
「
イ
ヂ
ム
チ
」の
二

団
体
。次
々
と
奏
で
る
美
し
い
音
色

で
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
演
奏
し
た
二
団
体
の
定
期
演

奏
会
が
次
の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

・
鹿
児
島
大
学
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

ク
ラ
ブ　
平
成
二
十
四
年
四
月
中
旬

～
下
旬(

宝
山
ホ
ー
ル)

・
イ
ヂ
ム
チ　

平
成
二
十
三
年
十
二

月
二
十
四
日(

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー)

　

八
月
二
十
一
日
、鳩
野
牧
場(

日

吉)

で
、竹
で
つ
く
る
そ
う
め
ん
流

し
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
用
意
さ
れ
た
竹
を
使
っ
て
子
ど
も

た
ち
も
保
護
者
と
一
緒
に
食
器
づ
く

り
に
挑
戦
。子
ど
も
た
ち
は
流
れ
て

く
る
そ
う
め
ん
に
大
喜
び
で
し
た
。

　
千
葉
県
か
ら
の
参
加
者
は
「
自
然

の
中
で
の
活
動
に
わ
く
わ
く
し
て
楽

し
か
っ
た
。竹
の
箸
や
器
で
初
め
て

食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
」と
、ひ
と
と

き
の
涼
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

九
月
十
八
日
、吹
上
中
央
公
民
館

と
え
び
す
通
り
で
吹
上
納
涼
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
を
元
気
に
盛
り
上
げ
よ
う
と

吹
上
町
青
年
団
連
絡
協
議
会(

岩
井

田
輝
久
会
長)

を
中
心
と
し
た
十
人

の
メ
ン
バ
ー
が
二
年
ぶ
り
に
企
画
。

ス
テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン
ス
や
え
び
す
通

り
で
の
踊
り
連
を
行
い
ま
し
た
。

　

通
り
に
は
、約
三
百
八
十
人
の
踊

り
連
が
「
吹
上
音
頭
」な
ど
を
約
一

時
間
踊
り
、楽
し
く
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。ま
た
、事
前
に
募
っ
た
寄
付

金
で
花
火
も
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
五
日
、今
田
棒
踊
り
保

存
会(

吹
上
地
域
・
有
村
則
男
会
長)

に
よ
る
奉
納
行
事
が
、大
汝
牟
遅
神

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
踊
り
は
、約
三
百
年
余
り
前

か
ら
踊
ら
れ
た
田
植
え
踊
り
の
一
つ

で
、今
回
は
三
十
人
が
歌
い
手
三
人

の
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。

　

三
十
年
ぶ
り
と
な
る
奉
納
行
事

は
、大
勢
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
、勇

ま
し
く
息
の
合
っ
た
踊
り
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、地

域
十
二
カ
所
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

気
合
十
分
、
迫
力
の
立
会
い

美
し
い
音
色
響
く

ひ
と
と
き
の
涼
を
満
喫

地
元
を
盛
り
上
げ
よ
う

三
十
年
ぶ
り
の
復
活
の
舞
、
軽
や
か
に

全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
九
州
予
選
会
・
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

音
楽
の
夕
べ

竹
で
つ
く
る
そ
う
め
ん
流
し

第
三
十
五
回
吹
上
納
涼
夏
祭
り

今
田
棒
踊
り

イヂムチによる
演奏会の一コマ

地域の方と交流する
ギタークラブ

熱戦を繰り広げた九州予選会流れてくるそうめん取りに夢中

通りに連なって踊る踊り連三十年ぶりの奉納となった今田棒踊り
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第
五
代
ひ
お
き
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
に
選

ば
れ
た
の
は
、増
田
真
由
美
さ
ん
、満

園
奈
津
美
さ
ん
、大
迫
久
瑠
美
さ
ん

の
三
人
で
す
。今
回
は
三
人
の
素
顔

に
迫
っ
て
み
ま
し
た
。

　
増
田
さ
ん
は
、伊
集
院
に
居
住
し
、

友
達
や
会
社
の
後
押
し
も
あ
っ
て
応

募
。日
置
の
酒
造
会
社
に
勤
め
て
い

ま
す
。そ
の
お
か
げ
か
趣
味
は
「
晩

酌
」。旅
行
先
の
料
理
を
楽
し
む
こ
と

が
大
好
き
で
す
。現
在
ヨ
ガ
が
マ
イ

ブ
ー
ム
。好
き
な
言
葉
は
仕
事
の
関

係
も
あ
り
「
い
つ
も
笑
顔
で
お
も
て

な
し
」と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。「
人
や
歴
史
、自
然
や
文
化
に
恵

ま
れ
た
市
の
魅
力
を
発
掘
し
、元
気

い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
で
す
」

　
満
園
さ
ん
は
、東
市
来
に
居
住
し
、

地
域
の
方
に
薦
め
ら
れ
て
応
募
。趣

味
は
休
日
に
友
達
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

楽
し
む
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
好
き
。さ
ま

ざ
ま
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。マ
イ
ブ
ー
ム
は
増
田
さ

ん
と
一
緒
で
ヨ
ガ
。朝
と
お
風
呂
上

り
に
行
っ
て
い
ま
す
。「
市
の
も
つ

歴
史
、文
化
や
豊
か
な
自
然
を
は
じ

め
と
す
る
魅
力
を
県
内
外
の
多
く
の

方
々
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
」

　
大
迫
さ
ん
は
、吹
上
に
居
住
し
、鹿

児
島
大
学
に
通
う
大
学
生
。お
母
さ

ん
の
薦
め
で
今
回
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
に
応

募
し
ま
し
た
。趣
味
は
ピ
ア
ノ
で
、休

日
は
宿
題
を
し
た
り
大
学
の
友
達
と

遊
ん
で
い
ま
す
。マ
イ
ブ
ー
ム
は
韓

国
ド
ラ
マ
で
、好
き
な
言
葉
は
「
風

林
火
山
」。か
わ
い
ら
し
い
笑
顔
か
ら

は
想
像
し
な
か
っ
た
言
葉
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。「
大
好
き
な
市
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、二
人

の
お
姉
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

三
人
は
今
後
、ひ
お
き
Ｐ
Ｒ
レ

デ
ィ
と
し
て
二
年
間
、市
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
や
催
し
物
で
市
の
魅
力
を
元

気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
発
信
し
て
い
き

ま
す
。イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
三
人
の
姿

を
見
か
け
た
ら
、温
か
い
言
葉
で
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第５代 ひおきPRレディ 決定 ！

　２年間のＰＲ活動を無事終え
ることができました。これも活
動を支えてくださった皆さま方
のおかげです。ＰＲレディとし
ての２年間は私の財産です。感
謝しています。

　ＰＲレディとしての経験は、
私の人生で貴重な時間になり、
２年間楽しく活動をさせていた
だきました。日置市のことをさ
らに学ぶことができ、今まで以
上に日置市が好きになりました。

　長いようで短かったこの２年
間でどのくらい成長できたか分
かりませんが、貴重ですてきな
経験ができました。本当にたく
さんの方々に支えられて活動で
きたことに感謝しています。

尻
しり
無
なし
濵
はま
　由

ゆ
佳
か
　さん 松

まつ
元
もと
　奈

な
津
つ
美
み
　さん 深

ふか
澤
さわ
　恵
けい
子
こ
　さん

２年間ありがとうございました！
～第４代ひおきPRレディ～

増
ます
田
だ
　真

ま
由
ゆ
美
み
さん ( 左 )　　満

みつ
園
ぞの
　奈

な つ み
津美さん (中 )　　大

おおさこ
迫　久

く る み
瑠美さん (右 )
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下
し も

笠
か さ

　政
ま さ

文
ふ み

さん〔69歳〕
日吉町日置（笠ヶ野自治会）

●日置市体育協会会長
●日吉地域自治会連絡協議会会長

子
ど
も
の
育
成
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を

　
「
若
い
人
に
元
気
が
な
け
れ
ば
地
域
の
活
性
化
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
に
元
気
な
子
ど
も
が
増
え
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
。
若
い
力
を
引
き
出
す
た
め
に
も
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
す
下
笠
さ
ん
。
日
吉
町
時
代
に
議
会
議
長
、
消
防
団
分
団
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
市
体
育
協
会
会
長
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
に
属

し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
市
体
育
協
会
の
活
動
を
中
心
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
体
育
協
会
会
長
に
な
っ
た
の
は
平
成
十
三
年
の
時
。
今
年
で
十
年
を
迎
え
ま
す
。
日
吉
地

域
で
生
ま
れ
育
ち
、
バ
レ
ー
、
剣
道
を
は
じ
め
相
撲
に
駅
伝
と
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
。「
今
ま
で
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
自
分
は
良
い
先
輩
方
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
自
分

が
教
わ
っ
た
も
の
を
子
ど
も
た
ち
に
何
で
も
教
え
て
い
き
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
が
多
く
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
。

「
子
ど
も
た
ち
と
一
つ
に
な
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
教
わ
る
こ
と
が
と

て
も
多
い
で
す
」
と
現
在
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
県
下
一
周
駅
伝
で
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
を
頑

張
り
た
い
で
す
。
ま
た
日
吉
地
域
に
は
サ
ッ
カ
ー
部
が
な
い
の
で
、
結
成
を
目
指
し
た
い
で

す
」
と
今
後
の
目
標
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
日
も
住
吉
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
を
交
わ
し
な
が
ら
、
成
長

を
見
守
っ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

今村　陽
ひ

菜
な

ちゃん　（５歳８カ月）

　　　乃
の

愛
あ

ちゃん　（２歳11カ月）

父　幸平さん　母　優子さん
（伊集院町妙円寺）

■おかあさんから
　これからもいっぱい食べてすくすく大
きくなってね。
　二人の笑顔が大好きだよ。

薬師神　夕
ゆ

華
か

ちゃん　（４歳９カ月）

　　　　千
ち

華
か

ちゃん　（４歳９カ月）

父　圭一さん　母　由紀さん
（伊集院町妙円寺）

■おかあさんから
　慎重派の千華と行動派の夕華。「保育園」と「子どもの
家」と毎日喜んで併行通園しています。登り棒に鉄棒、チャ
レンジ精神旺盛なふたごっち。これからも、いろいろな
事に感謝しながらみんなと仲良く笑顔で過ごそうね。
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　小城自治会にある幕末の志士として有名な有馬新七の生誕
地の記念碑です。新七は、文政８年（1825）に伊集院で生
まれました。
　新七の家は、伊集院の郷士でしたが、幼少のときに鹿児島
城下に移り、城下士になりました。新七は、幼いころから学
問にはげみ、天保 14 年（1843）に、藩に選ばれて江戸に
派遣されるまでになりました。
　嘉永６年（1853）にペリーが浦賀に来航し、国内が混乱
しました。このような情勢のなか、幕府を倒して天皇中心の
国を造り、外国人を追い払おうとする思想「尊

そん

王
のう

攘
じょうい

夷」が盛
んになりました。新七は、薩摩における「尊王攘夷」運動の
中心になりました。
　新七と 30 人ほどの尊王攘夷派の仲間達は、文久２年

（1862）４月に京都の寺田屋で、幕府との戦いの準備をして
いました。そこに薩摩藩の武士８人が、藩上層部の命令で止
めにきました。新七らは、説得に応じず斬り合いになり、新
七とほか７人が死亡しました。有名な寺田屋事件です。
　新七の墓は、現在の鹿児島市に建てられましたが、昭和
47 年に故郷の伊集院に移転しました。新七の墓は、下谷口
の伊集院幼稚園の隣にあります。

『縫　製』

　
「
迷
っ
た
ら
向
か
っ
て
い
け
」

こ
れ
は
、
地
区
総
体
で
涙
を
の
む

結
果
と
な
っ
た
引
退
後
、
野
球
部

の
顧
問
の
先
生
が
僕
に
書
い
て
く

だ
さ
っ
た
言
葉
で
す
。
負
け
た
悔

し
さ
に
沈
ん
で
い
た
僕
を
、
再
び

奮
い
立
た
せ
て
く
れ
た
希
望
の
言

葉
で
し
た
。

　
僕
は
高
校
へ
進
学
し
て
も
、
野

球
に
さ
ら
に
打
ち
込
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
僕
が
目
指
す
の

は
、
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

逆
境
の
中
で
こ
そ
、
自
分
の
良
さ

や
実
力
を
発
揮
で
き
る
心
の
強
い

人
に
な
る
こ
と
で
す
。
つ
ら
い
こ

と
や
苦
し
い
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
ん

な
時
に
こ
そ
、「
迷
っ
た
ら
、
向

か
っ
て
い
け
」
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
ど
ん
な
困
難
で
も
投
げ
出

さ
ず
に
、
最
後
ま
で
頑
張
り
ぬ
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
練
習
や
試
合
の
度

に
、
僕
は
先
生
の
言
葉
に
何
度
も

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
野
球
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
を

伝
え
て
い
け
る
先
生
に
な
り
た
い

と
い
う
夢
が
ふ
く
ら
ん
で
き
ま
し

た
。
中
学
三
年
間
の
野
球
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、僕
の
心
の
中
で
は
、

今
、
夢
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

伊
集
院
北
中
学
校
　
三
年
　
小お

野の

　
誉た

か

裕ひ
ろ 

君

ふるさと学園　 東市来町湯田

　私たちふるさと学園は、障害
者支援施設として、今回写真で
紹介する縫製だけではなく、木
工や養鶏、農園芸まで幅広く活
動しています。
　作製した作品は、ギャラリー

「めい」（東市来町湯之元温泉街）
で展示、販売しています。創作
活動などを通して、地域の方々
との「ふれあいの場」「活動拠
点」として活用される地域に根
ざした施設を目指していきたい
です。ぜひ気軽にお立ち寄りく
ださい。

74

有馬新七生誕地の碑（伊集院地域）

　

日
置
市
役
所

伊集院中学校

伊集院駅

有馬新七の墓

伊集院小学校

徳重神社
◆妙円寺詣り

夢
に
向
か
っ
て
、
新
た
な
一
歩
！
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，３３９人（▲２０）
　男　　　２４，０３４人（▲２１）
　女　　　２７，３０５人（　  １）
世帯数　　２２，５９５　（▲１４）
10月１日現在（　）は前月比
東市来地域　１２，４１８人
伊集院地域　２４，６３３人
日吉地域　　  ５，４３９人
吹上地域　　  ８，８４９人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「歯を食いしばって」
　市内小学校で行われた運動会。子ども
たちは力を合わせて優勝を目指して頑張
り、観客から大きな声援を浴びていまし
た。
� P4-5 関連記事

No.78 平成23年10月号
　　　　　　　　２０11． 1０． ２8発行 　

愛
く
る
し
い
瞳
に
可
愛
い
姿
。
す

ぐ
隠
れ
て
し
ま
う
照
れ
屋
さ
ん
の

「
君
」
の
仕
草
に
僕
は
恋
に
落
ち
た
。

そ
し
て
二
人
は
・
・
・
と
続
き
ま
せ

ん（
笑
）▼
韓
流
ド
ラ
マ
で
も
始
ま
り

そ
う
で
す
が
「
君
」
の
正
体
が
分
か

り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
答
え
は
今

月
特
集
し
た
「
ウ
ミ
ガ
メ
」
で
す
▼

自
分
と
ウ
ミ
ガ
メ
の
出
会
い
は
今
か

ら
六
年
ほ
ど
前
。
大
学
の
時
に
屋
久

島
に
行
っ
た
時
に
出
会
い
ま
し
た
。

初
め
て
見
た
時
は
本
当
に
可
愛
く
衝

撃
を
受
け
た
と
共
に
、
絶
滅
し
そ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
と
、
心
な
し
か

落
胆
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
は
ご
縁
も
あ
り
、
毎
年
ウ

ミ
ガ
メ
を
見
に
屋
久
島
に
行
っ
て
い

ま
し
た
▼
ウ
ミ
ガ
メ
に
恋
し
て
い
る

自
分
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
っ
と
皆

さ
ま
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
可
愛
さ
を
お
伝

え
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
力
量
が
足

り
ず
。。。
今
回
の
記
事
で
皆
さ
ま
が

少
し
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

な
と
。
も
し
興
味
を
持
っ
た
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
画
像
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
恋
に
落
ち

る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
！
い
つ
ま

で
も
守
っ
て
い
き
た
い
命
が
す
ぐ
そ

こ
に
。

編
集
た

い
む

 

九
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

小
西　
心み

月づ
き　
義
定　
　
下
方
限

小
西　
絆は

月づ
き　
義
定　
　
下
方
限

愛
内　
葉は

月づ
き　
和
貴　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区

満
冨　
凌り
ょ
う
だ
い大　
大
介　
　
郡
上

宇
都　
照し
ょ
う
せ
い盛　
泰
礼　
　
朝
日
ヶ
丘

窪
田
幸こ
う
之の

助す
け　
猛
彦　
　
上
方
限

末
葊　
瑠る

奈な　
省
吾　
　
上
之
馬
場

豊
辻　
莉り

奈な　
直
記　
　
妙
円
寺
九
区

比
良　
彩あ
や
乃の　
章　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区

追
立　
來く
る
み望　
充　
　
　
元
町

下
永
吉
陽は
る
大と　
勇
太
郎　
平
古

角　
　
陽は
る
生き　
直
人　
　
妙
円
寺
九
区

吉
丸　
紗さ

良ら　
緑　
　
　
郡
上

橋
　
朱あ
か
里り　
正
彦　
　
妙
円
寺
九
区

稲
留　
光み
つ
國く
に　
淳　
　
　
上
土
橋

坂
口　
芽め

生い　
知
久　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
区
・
三
区

西　
　
優ゆ
う
生き　
伸
博　
　
郡
下

岡
村　
勇ゆ
う
孜し　
昌
宣　
　
中
央
通

柿
内　
琉る

希き　
智
徳　
　
中
福
良

下
簗　
幸ゆ
き
保ほ　
和
己　
　
立
野

上
床　
蘭ら
ん　
　
亮
太　
　
猪
鹿
倉

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

徳
重　
朱あ
か
莉り　
翔　
　
　
中
央

東　
　
旺お
う
佑す
け　
純
一　
　
中
央

吉
村　
絆は
ん
那な　
拓
海　
　
川
北

山
口　
真ま

歩ほ　
修
平　
　
中
央

増
田　
玲れ
い
来ら　
豊
彦　
　
堀
内

松
尾　
結ゆ

愛あ　
和
輝　
　
皆
西
田

山　
愛あ
い
来く　
博　
　
　
杉
之
迫

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

東　
　
綾あ
や
音ね　
亮
一　
　
諏
訪

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

安
藤　
琉る

息い　
陽
介　
　
永
吉
中
央

中
村　
琴こ
と
音ね　
雄
大　
　
永
吉
中
央

牧
本　
晃こ
う
佑ゆ
う　
光
平　
　
東
宮
内

佐
野　
佑ゆ
う
太た　
公
一　
　
湯
之
元

増
田
倫り
ん
大た

朗ろ
う　
芳
治　
　
新
川
原

 

九
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

今
村　
昇　
　
　
87　
　
善
福

宇
都　
義
則　
　
85　
　
徳
重
東

立
石　
敏
子　
　
79　
　
向
江
町

黒
江　
幸
雄　
　
92　
　
上
土
橋

玉
利
エ
イ
子　
　
78　
　
中
央
通

西
園
ア
サ
子　
　
77　
　
妙
円
寺
一
区

小
高
フ
ヂ
ヱ　
　
83　
　
妙
円
寺
七
区

柳
田　
廣
泰　
　
61　
　
上
神
殿

林　
ハ
ル
ノ　
　
92　
　
銀
天
通

鵜
狩　
正
満　
　
83　
　
妙
円
寺
七
区

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

上
野　
四
郎　
　
87　
　
麓
下

今
田　
正
春　
　
82　
　
下
養
母
上

生
野
嘉
志
郎　
　
79　
　
田
之
湯

馬
籠　
チ
カ　
　
96　
　
駅
前

中
野　
久
人　
　
79　
　
神
之
川

中
島
み
ゆ
き　
　
53　
　
駅
前

山
之
内
カ
ズ
子　
80　
　
堀
内

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

迫　
　
秀
志　
　
92　
　
中
区

宮
内
ク
サ
ヱ　
　
93　
　
諏
訪

平
田
サ
チ
子　
　
82　
　
八
幡

上
園　
ヱ
ミ　
　
83　
　
日
新

内
山
キ
ク
ヱ　
　
88　
　
青
松
園

中
　
シ
ヅ　
　
90　
　
青
松
園

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

上
村　
隆　
　
　
54　
　
宮
坂

前
野
八
重
子　
　
83　
　
入
来

髙
田　
靜
雄　
　
83　
　
坊
野

山
下　
秋
子　
　
85　
　
入
来
浜

七
呂
ノ
ブ
子　
　
85　
　
永
吉
東

大
園
カ
ズ
子　
　
77　
　
下
与
倉

松
元
ナ
ミ
エ　
　
89　
　
花
熟
里

久
保
ハ
ツ
ミ　
　
88　
　
湯
之
元

加
治
屋
金
藏　
　
88　
　
上
中
之
里

宇
戸　
健
一　
　
85　
　
藤
元

本
田
レ
イ
子　
　
76　
　
川
中

※
訂
正
と
お
わ
び

　
広
報
ひ
お
き
９
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
Ｐ
18
「
戸
籍
の
窓
」
お
め
で
た　

伊
集
院
地
域

　

三
人
目

　
　
　
（
出
生
児
）  （
保
護
者
）  （
自
治
会
）

　
誤　

 

吉
冨　

悠
仁　

貢
一　

妙
円
寺
六
区

　
　
　

 

↓

　

正　

 

吉
冨　

悠
仁　

貢
人　

妙
円
寺
六
区

市税の納付は、便利で確
実な口座振替を利用しま
しょう！
あなたの預貯金口座のあ
る金融機関へお申し込み
ください。


